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研究成果の概要（和文）：本研究では、高齢者施設等で移乗や移動などの長時間の介護によって発生する腰痛を
抑制し、同時に要介護者の残存機能を生かして、介護への依存心を和らげ、関節拘縮の予防効果のある介護デバ
イスの研究・開発を行なった。研究では試作した介護デバイスを用いて、模擬介助動作における生理負担の測定
を行うとともに、現場の理学療法士が実際に使用して評価を行ない、介護デバイスの設計精度を高めた。福祉機
器メーカーの協力を得て、介護デバイスの量産試作を行い、試作品を有料老人ホームに持ち込み、実際の現場で
評価した結果、介護者の腰痛予防に効果があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In this study, I researched and developed the care device which softened 
restraining low back pain to occur by long-time care such as lifting or the movement and which 
dependented on care heart of the elderly person requiring nursing care and prevented arthrogryposis.
 I measured the menstruation burden in the simulated assistance movement and an on-site physical 
therapist actually used it using the care device which I produced experimentally in the study and 
raised the design precision of the care device. I got the cooperation of the welfare apparatus maker
 and performed the mass production trial manufacture of the care device. As a result of bringing the
 trial product into the nursing home, and having evaluated it, it was revealed that it was effective
 in the low back pain prevention of the caregiver.

研究分野：プロダクトデザイン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、研究開発した介護デバイスを介護付き有料老人ホーム等に持ち込み、実際の介護現場で使用テストを実施
している。その結果では、施設内で発生する移乗や移動の介助の際に、従来の作業に比べて楽に介助ができるこ
とから、研究目的である介護者の腰痛発生の抑制と要介護者の介助依存の抑制効果があることがわかった。また
開発した介護デバイスは動力装置等を使わないことから価格が抑えられ、また介護者の身体への装着が簡易であ
ることから、実用性が高い。今後、後期高齢者の人口増とともに、介護負担の軽減は必須の課題であり、介護現
場での利用拡大が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 我が国をはじめ先進主要国では、人口の高齢化が進んでいる。「いつまでも健康」は理想だが、
加齢による介護化、介護の担い手不足、長時間介護の肉体的、精神的負担などは避けられない問
題となっている。このような状況の中で、筆者らは施設・病院等で日々、多くの高齢者を介護す
る介護従事者の腰痛の問題に着目した。具体的には要介護高齢者をベッドから車椅子に移す際
など、介護従事者は中腰姿勢で高齢者の身体を支えるため腰部に負担が集中する。中腰で重い荷
物を持ち上げるときの負担の少ない姿勢は既知であるが、介護の場合、対象が動く人で安全を最
優先されるため、腰部の負担が少ない姿勢が常に維持されるわけではない。そのため本研究では、
高齢者介護で腰部に集中しがちな肉体的負担や疲労を他の部位にバランスよく配分し、腰痛の
発生を抑える介護デバイスの開発は急務の課題と考えられる。また介護を受ける高齢者も介護
時に自らの身体を支えることで介護者の負担を減らすとともに、関節拘縮の予防等の効果を備
えるなど、複合的な機能を備えた介護デバイスが考えられる。 
 
２．研究の目的 
 高齢者施設等で移乗や移動、入浴や排泄等に伴う長時間介護によって発生する腰痛を抑制し、
合わせて要介護者の残存機能を生かして介護への依存心を和らげ拘縮予防の効果のある介護デ
バイスの開発と介護現場への普及を目的にする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、学内のヒューマン・ロボティクス研究センターの研究テーマとして 2015 年度より
当該センターメンバーである芸術学部、理工学部、人間科学部の学部横断や学外の高齢者医療機
関と共同で研究に着手し、2016 年度にプロトタイプ 1 号機を完成させた。本研究ではプロトタ
イプ１号機をベースに実験機を製作し、実際の介護作業における生理特性や動作特性を測定・分
析し、介護デバイス実用化のための基礎データを収集する。この基礎データを元に介護デバイス
の設計仕様を明らかにし、プロトタイプの試作、外部専門企業による試作、共同研究先である高
齢者医療機関でのフィールドテストを実施し、その結果を踏まえて製品化を進める。 
 
４．研究成果 
 実施年度別に研究成果の概要を記述する。 
（１）2019年度 
 当該年度は、介護デバイス実用化の基礎データの収集を目的に、①介護デバイス（実験機）、
②市販の介助ベルト、③補助器具を使わない介護の３条件で、座位から起立、起立から座位の介
護で出現する筋活動を上肢（上腕二頭筋）、体幹（脊柱起立筋）、下肢（大腿四頭筋）の表面筋電
図測定、介助動作の三次元動作解析、介助者の主観評価を実施し、介護デバイスが介護者の腰部
負担の軽減に有効であることを検証した。 
（２）2020年度 
 2019年度の基礎データを元に、①３次元 CAD を用いた介護デバイスの形状設計、②３次元 CAD
データをもとに３次元プリンターで出力したプロトタイプの製作、③製作したプロトタイプを
実際に身体に装着し、背面フレーム形状やグリップの位置の微調整を実施し、模擬的な介助動作
で脊柱の湾曲抑制効果の検証を行った。以上の結果より当該年度は、高強度かつ軽量の介護デバ
イスの試作が完了し、次年度に計画しているフィールドテストで使用するプロトタイプの軽量
化モデルの仕様が決定し、量産化モデルを用いた介護現場でのフィールドテストの着手に向け
た準備が完了した。 
（３）2021年度 
 本年度は北九州市を拠点とする福祉機器メーカーの株式会社有薗製作所に協力を依頼し、試
作品を製作した。試作品の特徴は、①背面のフレームがカーボン製で脊柱の湾曲を抑制する、②
腰部と膝下のゴム製の装具が介護者の前傾姿勢を抑制し、腰部の負担を軽減する、③腰背部の８
箇所に設置したグリップは要介護者が把持し、自重を支えることで残存機能を活用した介護が
行うことができる。完成した試作品は共同研究者である高齢者医療機関のリハビリテーション
スタッフに装着してもらい、模擬的な介助を行なってその効果やより使いやすくするための改
良点を把握した。 
（４）2022年度 

2021 年度の研究結果を踏まえ、完成した介護デバイスの量産試作品を福岡市の西鉄ケアサー

ビス株式会社が運営する介護付き有料老人ホームサンカルナ博多の森ケアステージに持ち込み、

一定期間のフィールドテストを実施して、量産試作品に対する評価を得た。主観による評価では、

「コルセットをしているように背部、腰部が固定され負担が軽減した」、「膝が悪いのですが、

ベルトで固定されているので痛みなく良かった」、「要介護高齢者がどこを握るか迷っていたの



で、グリップカバーを目立つ色に変更して欲しい」、「長時間の着用は蒸れるので改良して欲し

い」などが得られた。以上４年目の研究では、介護デバイスの量産試作品に対する現場のフィー

ルドテストを実施するとともに、フィールドテストは現在も継続し、地域密着型複合施設、病院、

訪問介護サービスなどの現場で実施している。今後も量産化を進めるために、要介護高齢者と介

護従事者の協力を得て入浴介助や排泄介助、起立や歩行訓練などで実際に装着して使ってもら

い、腰背部の負担や作業効率などの面から実用性の評価を収集する。 
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